
 1 

 
 
 
 
 

第一回和譲平和研究会会議録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

財団法人人間自然科学研究所 
 
 
 
 
 
 



 2 

第一回 和譲平和研究会 会議録 
 
日時  2007年１ 月７ 日 
場所  東京・ 芝パーク ホテル  
参加者 具 末謨  平和統一連合会長 
    伊勢桃代  財団法人日本国際連合協会相談役 
    田代かず子 北朝鮮帰還の日本人妻自由応対実現運動の会事務局長 

大脇準一郎 NPO法人未来構想戦略フ ォ ーラ ム  共同代表 
一色 宏  株式会社未来創庵代表取締役 
小松昭夫  財団法人人間自然科学研究所理事長・ 小松電機産業株式会社社長 
        

    書記 堀江研次 財団法人人間自然科学研究所研究員 

はじ めに  
2006 年 11 月 21 日、 島根県出雲市の出雲大社において開かれた、 神有月・ 和譲平和フ ォ
ーラ ムにおいて採択さ れた出雲宣言を受け、 同年 12 月８ 日に、 東京において研究会立ち
上げのための下打ち合わせ会を開き 、 こ のたび研究会発足のための第一回準備委員会を開

催し た。  
北朝鮮と の、 ①韓国・ 日本人拉致、 ②南北離散家族再会、 ③日本人妻の家族再会、 の三つ

の人権問題と 、 日本によ る朝鮮人強制徴用、 朝鮮戦争によ る捕虜帰還、 さ ら には日本海・

東海呼称、 竹島・ 独島帰属、 歴史認識問題など 、 あら ゆる北朝鮮・ 韓国・ 日本間の問題を

テーブ ルにあげ、 それを政府・ 赤十字社・ そ の他機関に所轄を分類し 、 三カ 国が力をあわ

せ、 世界恒久平和の扉を開く 役割を果たし 、 人類の歴史の評価に耐え、 他の紛争地域のモ

デルと なるプ ロ ジェ ク ト を遂行でき る環境を整えるこ と を目的にする 。  
 
要旨 
財団法人人間自然科学研究所理事長小松昭夫の発案によ り 、 参加者同士で意見を交換。 趣

旨文が含まれた企画書（ 案） が具末謨氏、 大脇準一郎氏よ り 提案さ れ、 事務局の設置が協

議さ れた。 趣旨書、 企画書、 計画は継続協議になっ た 。  
議論の中で、 人権問題を日朝国交回復よ り 優先さ せる こ と を確認し た。 南北統一問題は日

本に大きな責任があるが、 直接的には韓民族（ 朝鮮民族） の問題であり 、 三カ 国間での自

由往来を入れてはど う かと の意見もあっ た 。  
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会議録  
小松 
みなさ ん、あけま し ておめでと う ご ざいま す。正月早々ご予定のある中をご参加いただき 、

誠にあり がと う ご ざいま し た。 昨年３ 月に中国、 韓国、 そ し てア メ リ カ から 15 名の講師
パネラ ーをお招き し 、 600 名の参加を得て松江市く にびき メ ッ セにて平和フ ォ ーラ ムを開
催し ま し た。 続いて 11月 21日には出雲大社社務所においてエ リ ・ コ ーヘン ・ イ ス ラ エ ル
大使と 、 戦後早く から ア メ リ カ から 「 食を通じ て世界平和」 の運動を展開さ れている久司

道夫先生を講師に迎え、「 神有月・ 和譲平和フ ォ ーラ ム」 を開催いたし ま し た 。  
こ こ に至るま で 20 年間、 知で社会を改革でき る時代が来る こ と を予感し 、 事業を営む傍
ら 人間自然科学研究所を設立し 、 数々のフ ォ ーラ ムを開催し 、 近隣諸国にある たく さ んの

「 戦争と 平和記念館」 を 、 団体で訪問・ 顕花する事業を行い、 一昨年の 12 月８ 日にはハ
ワ イ 真珠湾にある ア リ ゾナ記念館にも 40名の団体で訪問・ 顕花を行っ てま いり ま し た 。  
当社の本社所在地・ 創業の地は、 朝鮮半島の対岸に位置し 、 怨念を超えて平和な国を つ く

っ た 「 國譲り 伝説」 の出雲大社があり ま す。 近く の境港市にある美保基地は本土決戦の最

大の基地と し て 7000 名の特攻要員が配備さ れていま し たが、 人類史上初めて使用さ れた
広島の原爆によ っ て早く 戦争が終わり 、 戦火を免れたと いう 事実があり ま す。 またこ こ は

最後の特攻隊長・ 中津留達雄大尉ゆかり の地でもあり ま す。  
こ れら のこ と から 、 こ の地には戦後責任を果たすこ と を通じ て、 人類進化を促し 、 恒久平

和実現の使命があるのではないかと の想いを抱き 、 核拡散の時代を迎えた現在、 確かな成

果につながる具体的な行動をおこ すと き がき たと 認識し ています。  
 
大脇 
南米のボラ ン テ ィ ア活動から 戻り ま し て 、 ２ ０ ０ １ 年から いろんな活動を し てまいり ま し

た 。 ７ 年目に入り ます。 最近は、 人生の中でこ れほど忙し いこ と はなかっ た 。 体を張っ て

やっ てま いり ま し たら 、 倒れそ う なと き に小松社長に出会いまし て、 やっ ぱり 本当に志を

も っ てやっ ている人はいる ものだなと 。 西原春夫総長（ 早稲田大学元総長） も そ う ですけ

ど 、 僕は全然お金を持っ てないのですけど 、 やっ ぱり 志を持っ ている人はいる ものだなと

思いま し た。 未来構想フ ォ ーラ ムと いう のが出来まし て、 市民国連ができ ま し て、 ま あ、

今後、 こ う やっ て生かさ せていただいているので、 がんばっ て行き たいと 思います。  
具先生もそんなに深く 知ら なかっ たのですけれど も、 昨年いろいろお会いする たびに、 本

当に南北統一のためにひたすら 反戦を掲げてがんばっ ていら っ し ゃ っ て、 牢屋に入れら れ

て体張っ てがんばっ ている と いう 。 刑務所にそのために 10 年間も入っ て本当は死刑にな
る と こ ろ を 、 政権が代わっ たので助かっ た と いう 。 本当に南北統一にがんばっ ていら っ し

ゃ る方。命がけでやっ ていら っ し ゃ る方が集まれば、変えら れるんではないかと 思いま す。

今年何が出来るかわかり ま せんが、 日本で出来る こ と を やっ て、 本当に世界に貢献でき た

ら なあと いう のが、 私の余生のすべてです。  
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田代 
はじ めま し て 。 小松先生は今日お目にかかっ て二度目です。 詳し く 深く 存じ 上げているわ

けではないのですが、 感激し ており ます。  
私に関し まし ては、 約 32 年になり ま すけれど も 、 姉が北朝鮮に行っ ている関係で、 帰還
協定を も と に し て戦後朝鮮に 渡っ て行っ た日本人妻の帰還運動を やっ て いま す 。 池田  

さ ん （ 池田文子・ 日本人妻自由往来実現運動の会） が代表になり ま すけど 、 素晴ら し い時

代を迎えている 。 朝鮮半島全体が危険な状態にあり ま すので、 平和な世界のために、 私た

ち も一緒になっ てお手伝いできればと 思いま す。  
伊勢 
伊勢と 申し ま す。 本当に、 小松社長始め、 大脇さ んが献身的な努力をなさ っ ていて、 そ の

中に入る と いう のは、 恥ずかし い気がし ており ま す。 私はずっ と 国連に 30 年ほどおり ま
し て 、いろ んな問題に携わり 、PKO人材の養成などに関わっ て 、そ れから 国連大学の立ち
上げは、 最初から やっ ており ま す。 国連を退職いたし ま し て 、 こ れから は一市民と し て関

わっ ていける と いう 思いで日本に帰っ てき ま し たら 、 ア ジア女性基金と いう 、 いわゆる女

性と 暴力の問題なんですけれど も 、 その発端が慰安婦問題。 こ の問題のお手伝いを さ せて

いただいており ま し た 。 こ のお手伝いをする に当たっ ては、 ほと んど の方が反対し たと い

う のを覚えており ます。 ただ私は国連と いう と こ ろにおり ま し て 、 こ れから 大事になる地

域社会と 離れたと こ ろ にいま し た 。 特に私は本部にいたものですから 。 こ れから ア ジア の

こ と を勉強し なければなら ないと いう 思いになり ま し て 、ア ジア を知るのに一番の問題点。

突き刺さ っ た と げと いう も のを通し て、 ア ジア と の関係を考えるのは大事じ ゃ ないかなと

思いま し て、引き受けまし た。８ 年間そ こ におり ま し たけれど も 、アジア女性基金自体は、

今年３ 月 31 日で終了いたし ます。 償い事業が終了いたし ま すので、 こ う いう 機関と いう
のは、 仕事を終えたら 終わる と いう のが大事だと 思いま し て。 そ こ の中から 非常に感じ た

と いう のが、 一つには、 いかに世論と いう のを動かすのが難し いかと いう こ と です。  
特に日本と いう のは大半の人が、 非常に現状に満足し ている人が多い。 経済復興と いう こ

と で一つになっ てまい進し てき た日本に、 満足し ている人が多い。 そ し て 「 考える 」 と い

う こ と を あなた任せにし て官僚国家をつ く っ てし ま っ て 。福沢諭吉先生が 130年前に言っ
ておら れるんですけれど も 、「 国家があっ て国民がない」 と いう 状態に、そ こ から 民と いう

も のが成長し ていないと いう のを痛感し ま し た。 こ う やっ て市民の運動と いう ものを こ れ

から 強く し ていかないと 、 日本は非常に危う い方向に行く 。 やはり 官僚国家と いう のを何

と かし て 、 市民が主権を握るし かない。 こ のよ う な仕事を一生懸命し ていら っ し ゃ る こ と

に尊敬の念を持っ ており ま す。  
具 
先ほど大脇さ んから お話を伺いま し たけれど も 、私は、残さ れた余生を生き ているつも り 。

すでに 1970年から 80年の間 10年間、 81年に出獄し ま し たが、 そ の 10年間で人生が一
回終わっ た。  
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そ の 10 年間で描いていた夢は、 在日の和合と 統一。 祖国の平和的統一。 そ し てそ れが基
本になっ て、 中国と 日本の橋渡し を し ながら 東北アジア の地域共同体。 そ れを 70 年代か
ら 私は夢見ていた。 人生の残り を賭ける と いう 思いで今日こ こ に来ていま す。  
和譲平和研究会は、 いま おっ し ゃ っ た市民の世論を変えなき ゃ いけないと き に来ているの

ではないかと 。 ほと んど何もし ないで平和運動と か統一運動と かやっ ている人が多い。 実

際は満足し ていた り 、 怖がっ ていた り し て 、 運動をやっ ていない。 そ う いう 意味での環境

づく り を出来ればなあと いう 思いで小松先生にお話し し た。 こ の出会いは献身的努力を さ

れている大脇先生のおかげです。  
土地の使命と いう こ と を おっ し ゃ っ たけど も出会いの縁を大切にし ながら 、 今日こ こ に集

ま っ た人たちのこ と を聞いている と 幸せいっ ぱいな気持ちなんですよね。  
「 士は己を知る人のために死す」 と いう 言葉があり ま すけれど も 、 私は日本の友人にサム

ラ イ と いわれるのが一番う れし い。 韓国の同胞から は脚を引っ 張ら れるかも し れない。 も

う ある こ と ないこ と 。 そ んな中で一生懸命階段を昇り ま し た 。 なぜかと いう と 私が卒業し

たこ ろ から 牢獄から 出る ま での 60、 70 年代の在日には、 社会的地位が全然与えら れなか
っ た 。 ど んな職業にも就けなかっ た 。 そ のあと 80 年代になっ て私が出獄し てみたら 、 弁
護士にもなれる 。 教授にもなれる時代になっ ていた。  
そ う いう 意味で、 私が一番、 ロ マ ン を求めたけど なにもでき ない世代で、 私の友人たちは

みな北に帰っ ていっ た 。 ほと んど の友人は北に帰ら ざる を得なかっ た 。 在日で残っ た人は

何をやっ たかと いう と 、 高利貸し か、 暴力団か、 パチン コ か、 食堂か。 金はも う けたけど

も理念も何もない。 そ う いう 友人たちがぽろぽろ と 死んでいます。 友人たちが死んでいく

中で私がやるべき こ と と いう のは、 離散家族問題、 僕の姉さ んも北にいま すけどね。 韓国

籍の在日が北に行ける 。 朝鮮籍の人は南に行ける 。 そ う いう 在日の権利を取ら なければい

かん。和譲の和だけではだめだ。和譲の譲がなければだめだ と 聞いたと き に 、「 こ れだ 」 と

思っ て 、 昨年 12 月に韓国ソ ウルで開催さ れた在外同胞フ ォ ーラ ムで、 和譲の出雲宣言を
強く ア ピ ール、 説明までし て帰っ てきたんですが、 私が書いたつたない文章でこ れから 議

論を し ていただいて、 多く の人が感動する よ う な趣旨文を書いてですね、 非常に有名な方

の賛同を得て、 世論化し ていく 。 そ う いう 運動が出来ればなあと 思っ て、 今日参加し ま し

た。 よ ろ し く ご指導願います。  
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一色 
私はデザイ ンの仕事をし ていますけ

ど 、 シン ボルのデザイ ン と いう のが

大半の仕事になっ ていま す。 一番大

事な経営者の中心になる経営理念に

何を入れたら いいか。 世界をみる と

なんでこ う なっ ているかと みる と 、

不信感がこ んな世界をつ く っ ている

と いう こ と がわかっ た。 も う 一つは

慈悲心の欠如。 慈悲の「 慈」 は、 友

情を表す。「 悲」 は友が苦し むと 、同

じ よ う に 「 同苦」 する 。 自分も苦し

み、 何と かし たいと いう 気持ちにな

る 。  
いろんなこ と で企業が発展するのも

真善美、 愛のある 、 いろ んなこ と に

寄与し ている会社、 ほんと う に民衆

の要望するものにち ゃ んと 応える企

業でなければ発展し ま せん。  
やっ ぱり ち ゃ んと し た精神のある会社は大発展する。 シン ボルが非常におも し ろいのは、

方向付けてし ま う 傾向がある 。私はずいぶん企業のイ メ ージにハート を使っ たのは、「 心こ

そ大切・ 心こ そ第一なり 」 の金言を メ ッ セージし たかっ たから です。  
（ 和譲のシン ボルを示し て ） 出雲フ ォ ーラ ムに参加し たら 、 こ んな形になっ た 。 世界全体

を眺めてみる と 、 若い人を含めて感じ る力が弱く なっ ている 。 も う 一つは学んで考える力

がなく なっ ている 。 も う 一つは夢を見る力がなく なっ ている 。 小学生から 金融のこ と を教

えている 。 銭ゲバになる よ う なこ と を教えたら いかん。 みずほ銀行なんかそ れをやっ てい

る 。 ア メ リ カ がそ れを やっ て成功し たから と いっ て、 子供が大事なのは夢見る力。 そ う い

う お金の方向に行く のではなく て 。  
そ の源にあるのは愛する力。 あと 行動する力。 こ こ に勇気がある 。 そ う いう 全体の力が弱

く なっ ている 。 そ れを自分に言い聞かせながら 、 何年か前に地球市民憲章＝※１ ＝と いう

のを出し まし た 。 尊敬する大島先生（ 哲学者の大島康正氏） に見せたら 「 と んでもないこ

と を考えたな」 と 。 怒ら れるのかと 思っ たら 、「 こ れは面白い。 素晴ら し いと 」（ 笑）。  
美し い情緒を持っ ているのは日本国民だと 思っ ている 。 ど う も こ の美し い情緒が新し い時

代を作るのではないか。  
何かを感じ る運動体がなければと 思っ て 、 微力ではあり ま すが、 精一杯努めさ せていただ

き ま す。 よろ し く お願いし ます。  
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堀江 
昨年から 人間自然科学研究所の仕事に携わら せていただき ま し た 。 そ れま では島根の地方

紙で新聞記者をやっ ており ま し た 。  
そ こ の中で非常に大きな問題と し てク ロ ーズア ッ プ さ れてき たのが竹島の問題でし た。「 自

国の領土」 云々と 主張するのはいいのですが、 そ れがほと んど国内へのメ ッ セージ。 相手

は東京ではなく て韓国なのですから 、 そ の方々に対し て堂々と 主張するのかと いう と 、 韓

国から そ の機会を与えら れて、「 議論し ま し ょ う 」 と いわれても逆に逃げてし ま う 。「 領土

権の問題は国にある、 外交権は国にある 」 と いっ て逃げてし ま う 。 そ れに疑問と 憤り を感

じ ま し た 。 では何のために 「 竹島の日」 を決議し たのか。  
小松理事長と 出会う こ と が出来ま し て、「 憤るのはいいけれど も 、こ の状況で何のために何

をするかだ」 と いわれ、 ま さ し く そ う だなと 感じ ま し た 。 こ の状況を最大のチャ ン ス と 想

い、 こ れをやっ ておけば、 もし かし たら 私たちが存命のと き に日本と 韓国と 北朝鮮でこ の

百年間続いた恩讐を解く こ と が出来るのではないかと 思っ ていま す。 いろ んなご縁でこ の

研究所におり 、 そ し てこ こ にいま す。 よ ろ し く お願いいたし ます。                    

 
小松 
私がいま まで 20 年間こ う いう こ と を
やっ てき たのはなんと ためかと 言いま

すと 、 韓国や北朝鮮や中国、 ア メ リ カ

に 、 こ ち ら が情報発信し たと きに 、 聴

いても ら える状況を つく る と いう こ と 。

韓国の釜山でフ ォ ーラ ム（ 2006 年 10

月 19 日、 韓国・ 釜山において、「 釜山

銀行」 と 「 木曜学術会」 の主催によ る

地域経済活性化のための特別講演会が

開催さ れ、 小松理事長が「 グロ ーバル時代における経営者マ イ ン ド 」 と いう テ ーマ で講演

し た ） を開いた方（ ソ ･セウ ク 市民時代編集長、木曜学術会副会長） が書いた本（ 市民時代

特別号）、 こ れ（ 文公会報） は韓国の官僚が読ま れる雑誌です。（ キム ・ ヒ ョ ン チ ョ ル元

MBC監査室長著）。 こ れは日本人が作っ たのではなく て 、 韓国でつ く ら れた と いう こ と が
ポイ ン ト ではないでし ょ う か。  
こ れから いろ んなこ と を やっ て く と き に 、 聴いてもら える ベースが出来ている と いう こ と

を皆様に伝えたかっ たのです。 ま ず現状認識と 未来の構想の共有化は、 話をすればでき る

と 思う 。 し かし 納得し て考え方が変わり 、 行動が変わる と いう と こ ろ まではなかなか行か

ない。共感から 納得に行く ためには、提案者の実績の認知が鍵を握っ ている 。国家間でも 、

提案者が過去、ど う いう こ と をやっ てきたのかと いう こ と が鍵になる と 考えま し て、20年
間いろんな活動、 団体を つ く っ て 、 または解散し ながら 、 韓国中国に足跡を作っ てき ま し
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た。 そ し て韓国から こ う いう 雑誌がつく っ ても ら える よ う になっ た 。 こ こ で真摯に、 お互

いが尊重し ながら 話し 合いが出来るステージが出来た。ま たそ れを必要と する時代が来た。

北朝鮮の核の問題、 拉致の問題を 、 いわゆる ソ フ ト パワ ーで解決する し かない。 も し そ れ

に失敗すれば、 核の拡散と いう 最後の引き金を日本が弾いてし ま う 。 と いう こ と は人類破

滅の問題に火がついてし ま う 。 そ う いう こ と ではないでし ょ う か。  
 
（ 企画書案を朗読）  
 
具 
こ の骨格は小松先生のたたき台の文章を も と に、 大脇さ んと 私が作っ た。 昨日、 中野でお

会いし て、 高橋芳雄さ ん（ ＮＰ Ｏア ジア連邦代表） と 、 田代さ んと 話し て、 ま た手を加え

たのがこ れ。 私たちの気持ちは良く 入っ ているのだけれど も 、 いわゆる国民が読んで、 啓

蒙さ れていない人々が読んで、 ある いは識者が読んで、 心打たれる よ う な趣旨文でなけれ

ばなら ない。 だから こ れは時間をかけても良く 練り 上げる必要がある 。  
一色 
和譲を 。こ う いう 概念がなかっ たのだから 、掘り 下げて書かなければなら ないでし ょ う ね。

難し いですね。 こ う いう 概念がなかっ たのですから 。  
大脇 
出雲では、 共通理想、 共通目的が必要だと いう こ と 。 あと 、 相手に対し て尊敬心が必要だ

と 。  
具 
小松理事長は和譲と はこ う だと 書いているので、 それを加えてはいるのですけれど も 。  
大脇 
昨日短時間ですけどね、 喫茶店で協議し た中で一番問題になっ たのは、 例えば拉致問題に

は日朝国交回復し かないと いう 想いがあっ たのですけれど 、 国交回復後、 必ずし も人道問

題が解決する と は限ら ない。 国交回復を目的にする と 、 人道問題解決を目指し てき た人の

想いを必ずし も反映する こ と はでき ないと いう こ と ですね。 それよ り も南北が統一政府に

なれば、危険性が薄れるわけですよね。韓国を さ ておいて日本が日朝国交回復をやっ たら 、

すごい日韓関係が難し い局面になる。そ う いう こ と も踏ま えて、（ 企画書を ） 書いたんです

けれど も 。                          
具 
政治的なこ と を出来るだけ避けて、 平和と いう こ と

の捉え方ですよね。 未来像の共感、 納得と いう か。

今日、 忌憚のない意見をお聞きし たいですね。 現状

認識です。 先ず聞き たいのは。 日朝国交正常化と い

う も のを こ こ には非常に増えてはいるけれど も 、 そ
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のために、 そ れと 同時に赤十字社会談をやら ないこ と には前に進まないのではないかと い

う 想いが私にはあるんですよ 。 なぜかと いう と 平壌宣言を も う 一度確認し たいんですよ 。

小泉首相が行っ て、平壌宣言をなさ いま し たよ ね。平壌宣言の一番のポイ ン ト は、「 懸案事

項を解決し よ う 」 と 書いてある 。 懸案事項と いう のは拉致問題なんですよ 。 そ し て 、 政治

的文化的経済的関係を樹立し よ う と 。 こ れは国交回復なんですよ 。 そ し てそ れが地域の平

和と 安定に大き く 寄与するんだ と 。 両首脳は確認し た平壌宣言を 、 国交正常化を早期に実

現するため、 あら ゆる努力を傾注すると 。 こ れが第一ですよ 。 そ のためには諸問題を 、 諸

問題と いう のは拉致問題も含むんです。 言葉にはし ていないけど 。 そ し て二番目。 こ れが

一番大事なんですよ 。国交正常化交渉において、交渉はし ま し ょ う と いう こ と なんですよ 。

私が主張し ているのは、 昨日もね、 交渉し よ う と いう こ と は、 拉致問題解決にもつながる

んだよ と いう こ と を強調し た。 国交正常化交渉において第二条は、 経済協力の具体的な規

模と 内容を誠実に協議する と ある 。 協議し よ う と いう のが大事なんです。 三番目は、 北側

はど う いっ ている かと いう と 、 日朝は不正常な状態にあっ た 。 そ れは遺憾なこ と だ と 。 そ

う いう 遺憾な問題を再び行わないよ う に 、 適切な処置を行う こ と を確認し た。 それは何か

と いう と 、 懸案問題については謝っ て、 認めたわけですよ 。 それを日朝国交正常化のため

の具体的な動き を 、 山崎拓氏（ 前自民党副総裁） が北に行く と 報道さ れている よ う に 、 そ

う いう 日本政府側の具体的な動きがあるわけです。そ う いう こ と について私は現状認識を 、

統一を し てから 北側を支援し よ う と いう のが、 私には骨子にあるわけですよ 。 だから そ れ

でいいのか、いま の現状認識が非常に危険だと 。何と かし ないと いけないと いう 認識から 、

そ のためには拉致問題を何と かし て国交正常化し ないと いけないと いう 日本側の立場と ね。

平和を研究する会なのに、 統一し てから と なる と 、 こ の平和研究会は統一のために何を研

究するのかと いう こ と になる 。 具体的に何を研究するんですかと いう こ と になる 。  
伊勢 
統一の点は伺いたかっ た点です。 非常に複雑な過程を通ら なければなら ないと 思う のです

が、 北朝鮮は冷戦構造から 抜け出し ていないんですよね。 そ れは核と の、 武器と の関係を

考える一つの構造があっ て 、 も う 一つは世界中が冷戦構造から 抜け出し ていないのではな

いか。 そ こ から 日本がど う やっ て抜け出すかと いう こ と だ と 思う のですが、 やはり 非核・

平和憲法を持っ ている と いう も のも ある し 、 核を持っ ていない国もある。 だから 安保理で

はない、 安保理と は違う 方向で考える、 そ う いう 機構を私は国連につ く る べき だと 思っ て

いる 。「 安保理に入り たい、安保理に入り たい」 と いう が、 ５ カ 国と も核を つ く り 大変な武

器を輸出し輸入し 、 そ れと 一緒になるのは無理だろ う と 私はいつも思っ ているのですけれ

ど も 、 そ れと 対抗するだけの力を持つと いう のが、 やはり 日本の非常に大事な役割ではな

いかと 。冷戦構造を離れた、 21世紀の構造と いう もの、 こ れがいわゆる 、世論の原動力だ
と 思う 。 冷戦の中で、 核は爆発し なかっ たんですよね。 そ こ で犠牲にし てき たのが貧困問

題であり 、 そ う いう も のを全部犠牲にし て核をつ く っ てき た 。 やはり こ こ で人間の安全な

場所、 一人ひと り が夜安心し て床につける 、 そ う いう 本当の共同体をつく ら なければなら
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ない。  
古代東アジア共同体と いう のは、 非常に機能し ていたんですよね。 中国と いう 大きなもの

があっ て 、 律令制度と 言語と 宗教があっ た 。 そ う いう も のでつく っ ていく 。 そ れじ ゃ あこ

こ に欠けている も のは何かと 言いま すと 、 私はち ょ っ と いま 、 思いつかない。  
研究所なのか研究会なのか。  
（ 趣旨書では研究所設立、 と なっ ていた ）  
小松 
出雲宣言では入口と し て 「 研究会」 でやっ ていこ う と いう こ と になっ ていま すが、 やり や

すい方法でやればいいと 思いま す。 具体的な目標が定ま っ た段階で、 研究会の発展的解消

を し 、 新たな組織をつ く ればいいと 思いま す。  
具 
当面は研究会で行きま し ょ う 。  
一色 
兵器の開発と かそ う いう も のにど れだけお金が掛かっ ている のか。も っ と 文化的なものに。

文化の交流があっ て、 称え合う 状況。 兵器をデザイ ン すれば、 ど んな素敵なデザイ ン にな

っ ても そ れはも う 、 人を殺す道具をデザイ ン する こ と になる 。 逆に文化芸術にお金が使わ

れたら 、 ど んなに心豊かなこ と になるか。 覇権主義、 覇道の争いの文化、 こ れをやめなけ

れば人類の未来はないと 言える 。  
伊勢 
武器に投資する と いう のは、 ど ん詰ま り なんですよね。  
一色 
私はこ こ で、 日本人の普遍的価値は、 美し い情緒。

そ れを育んだ文化や伝統と 思う 。 で、 文化と 学問の

創造と いう のは、 日本人は貧し かっ たが、 日本は高

貴だっ た 。 情緒と いう 言葉は英語にはない。 も のの

あわれ、 なんて言葉も英語にはない。 環境問題のこ

と で何が起こ るか。 真善美はカ ン ト の哲学にもある

が、 西洋は全部「 真」 から 来ている 。 日本は美善真

なんですよね。 先ず美し く なければなら ない。 今、

未来の子供たちの食べ物を先食いし ている よ う な形。

対立的な関係を共感的関係に、相互否定的関係から 、

相互補完的な関係に、 本当に互恵的な関係に。 和譲

の精神と いう のが生きる と こ ろだ と 思う 。 人類同胞

と し て大き く 捉える と いう 感覚が、ど う し てもなければなら ない。ま さ に和の力によ っ て 、

相互恵共栄の、 心価向上の秩序づく り に 「 和譲」 の精神が生きるであろ う 。  
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具 
和譲の基本であり 、 本質である と いう と こ ろ を 、（ 趣旨文に ）、 加える 。 平和学のポイ ン ト

を 。  
一色 
ま さ に和譲の平和学が重要なんですね。                           
田代 
日朝、 あるいは日中の国交回復と いう のは、 日本と 相

手国の問題です。 南北統一と いう のは本来なら 、 日本

が申し 上げる問題ではないと 思いま す。 こ れは韓半島

の主権を持っ た方々の問題ですから 、 日本人がと やか

く 言う こ と ではない。 日本が分断さ れたと き に 、 他の

国の人がと やかく 言う のはいい気がし ない。  
ですから 本来は日本がいう べきではないと 思う んです

けれど 、 ただ、 歴史的に日本が関わっ て、 願わない分

断を起こ し たのは日本に原因があるわけですから 、 過

去の歴史性に基づいて、 日本が協力、 あるいは南北が

一つになる ためのさ まざ ま な情勢を作り 上げる協力を

し なければなら ないだろ う と 思う のです。 けっ し て日

本人が南北に統一すべき だ と いう べき ではない。 昨日

私が大反対し たのは、 韓半島が一つになる と いう こ と が第一条件である と 、 一つの韓半島

と いう 状態に戻っ てから 国交をいたし ま し ょ う と いう のは、 本来の位置に戻っ ていない韓

国あるいは韓半島にと っ て 、 南と の、 も ち ろ ん国交を回復し ており ま すけれど も 、 日朝国

交回復と いう のは、 南と 、 北の、 分断を固定化する内容である と 。 そ う いう ふう な観点を

感じ るわけです。 分断を決定付ける ものである と 。  
韓半島でも、 南でも 「 けっ し て一つになるべきではない」 と いう 方もいら っ し ゃ る こ と を

私は知っ ていま す。 なぜなら 、 東西ド イ ツ と 違っ て南北の韓半島問題と いう のは、 悲惨な

もの、 避難民を受け入れる と いう こ と になるわけですから 、 喜んでいら っ し ゃ ら ない方も

いら っ し ゃ る のでは。 民族愛はあっ ても 、 現実的に経済的に、 非常に危惧し ている側面は

ある と 思う 。 ですから 日本は、 南、 北と 、 そ れぞれと 国交を回復し た状態で、 何と か一つ

になる よ う に持っ ていけばいいじ ゃ ないかと いう のは、 果たし て正し いこ と なのだろ う か

と いう 、 そ う いう ものがあっ て 、 昨日大変な論議になっ たのです。  
私たちの活動は決し て政治活動ではなく て 、 人道的な活動を中心にやっ てま いり ま し た 。

も ち ろ ん国会だと か政治家の方々にお力をいただいてま いり ま し たけど 、 国交問題と いう

のは、 はっ き り と 政治活動です。 人道運動ではあり ま せん。 ですから そ う いう 政治活動に

は関わら ないよ う にし よ う と し てき ま し た 。 ですから 日赤を通し て、 国際赤十字社を通し

て、 国連を通し て と いう 、 人権的な問題を通し て ・ ・ ・ だから 簡単にこ と が運ばなかっ た
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と いう 方もなかにはあり ま す。 国交問題を扱っ たら も っ と 早く 解決し たよ と おっ し ゃ っ た

先生もかつてはいら っ し ゃ いま し た 。 ですけど 「 急がば廻れ」 で。 一番問題の少ない、 そ

し て多く の方のご理解が得ら れる道を選んできたんです。 社会党や共産党や、 そ う いう 左

翼政党の方の中には、 国交運動を中心的にやっ てきた方がど れだけいたか分かり ま せん。

30 年前は特にそ う でし た 。 今はそ んなにいら っ し ゃ いま せんけど 、 30 年前はほと んど が
そ う です。 マ ス コ ミ も 、 政治家も 。 北朝鮮問題と いっ たら 国交問題。 国交が回復し たら す

べてが解決する と 、 言わない方がいません。 そ う いう 中で運動し てき たのが私たちの活動

です。 で、 32 年、 右にも偏せず、 左にも偏せず、 本当にそ う いう 道を来たんです。 32 年
間。 ですから 昨日大激論になっ たんですけれど 。 ですから ショ ート の道で、 近い道で利を

あせるのではなく 、 こ と を焦っ て 、 本当に大事なものを 、 も し かし て失う も のがあるんじ

ゃ ないかと 。  
大脇 
先ず一色さ んがおっ し ゃ っ ていただいたポイ ン ト は、 平和の中身を美で見せる と いう のは

非常に重要なポイ ン ト だ と 思う んです。 そ れに僕は大賛成なんです。 ア メ リ カ の正義の押

し 売り がなぜう ま く いかないか。 自由と か民主主義は枠組みであっ て 、 中身ではない。 中

身が重要で、 愛と か、 家族と か、 奉仕精神がなければ魅力がない。 伊勢先生のおっ し ゃ っ

た中で、 ODA を何のために使っ ているか。 結局常任理事国になるために日本はばら 撒き
し ているんですよね。向こ う も日本の足元をみて、脅し てはも ら う 。も う ち ょ っ と 高次の、

高い見識から 、 日本が貢献するべき ではないか。 第三勢力をつく っ ていく と いう のは、 本

当に重要なこ と と 思いま し た。  
具先生がおっ し ゃ っ たなかで、拉致を捉える中で、（ 日朝は） 戦争状態にある と いう のがあ

るんですね。 パルチザン＝※２ ＝の流れから 。 ですから 拉致と いう のがあるのは当然だと

いう 見方があるんですね。こ う いう 見方は日本の人は気づかないわけですね。統一問題を 、

ど のよ う に統一するか、 日本の役割は何なのか。 南の人は経済格差があり すぎていき た く

ないと いう 人がある と いう こ と なんですけど もね。やはり そ れはど こ の一般大衆でもある 。

北朝鮮、 韓国が、 ひと 目合いたいと いう のは、 人間の情です。 ですから そ こ に当事者でな

い日本がど う 積極的に関われるか。 戦争責任も含めてね。 貢献を探すべき ではないか。 北

と 南の国益の違い。 特に韓国の方がいつも国際舞台でおっ し ゃ る のは、 私たち を囲む４ 大

スーパーパワ ー。 こ れによ り 分断さ せら れているんだ と いう こ と を必ず言われる。 中国、

ロ シア 、 ア メ リ カ 、 日本を説得する こ と が必要。 世論を そ う いう と こ ろに仕向ける と いう

のが、 やはり 南北統一のために重要だと 思う 。  
伊勢 
も う 一つ基本的なと こ ろ で、 和譲平和出雲宣言に、 共通の目的を具現化するためと ある け

れど も 、 アジア ほど 、 違っ た考え宗教のある と こ ろはない。 こ れがものすご く 意味のある

こ と で、 キリ ス ト 教でま と ま っ てき た西洋と 違っ て。 だから そ こ を 、 普遍的も大事だが、

違いと いう のを ど う いう 風に見ているのかと いう のを お聞き し たいのです。  
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大脇 
共通の目的を具現化する と いう のは、 平和と か、 人権が言われます。 宗教では人のために

尽く すと いう のが共通し ているのではないですかね。 表現は違う かも し れま せんが。 仁、

愛、 慈悲・ ・ ・ 思いやり ではないですかね。  
中庸と いう のは、 空と いう 表現もある。 一切を裸にし た う えで、 バラ ン ス を見る。 協議と

いう のは、 と も に認めら れるよ う な価値観でないと いけない。 やはり 今の世界では独善で

はないでし ょ う か。  
具 
和譲の中の麗し い文章のいく つかは取り 入れて、 平和学。 平和学と は人間の心と か、 貧困

も含まれる。 差別や貧困を無く すこ と が平和なんだ。 和譲を PR する 。 啓蒙する と いう の
が、 和譲平和学の役割だ。 国交正常化の問題も、 赤十字会談で拉致問題を別個に切り 離す

こ と でう ま く 廻るんではないか。（ 趣旨文にある ） 賠償と いう 言葉は経済支援、協力に変え

なければいけま せんが。 但し平和運動はし ないのかと 。 共通認識がないと 、 設立し て、 明

確な認識がないこ と には前に進まない。  
大脇 
伊勢先生ど う ですか。 民団、 朝鮮総連と かいろんな団体が結集し て、 国際世論で圧力をか

けてやる と いう 方法は、 ど う ですか、 解決し そ う ですか。  
伊勢 
そ れで解決と ま ではいき ま せんが、 非常に重要なこ と ですね。  
小松 
出雲大社の管長（ 千家達彦管長） から 先日、 和譲と いう 言葉の生まれたいき さ つを伺いま

し た。 二宮尊徳先生から 商売人が、 推譲と いう 言葉を風呂の中で教わっ た。 向かい合っ て

一緒に風呂に入り 、 真ん中に桶を浮かべて、「 桶に触ら ず自分の方に、 桶を近づけなさ い」

と いわれた。 商売人が水を手前にかく のですが、 桶は動かない。 そ こ で二宮先生が商売人

を横にど かせて、 手で水を前に押し 出すと 、 桶は風呂の壁にぶつかり 、 今度は逆に手前に

進み出し 、 ついには先生の手元まで来た。 こ のと きおっ し ゃ っ た言葉が、 推譲。  
管長はこ れにヒ ン ト を得て、 聖徳太子の「 和をも っ て尊し と なす」 を組み合わせて、 和譲

と いう 言葉を昭和 35 年に作ら れたそ う です。 辞典に推譲は載っ ていますが、 和譲は載っ
ていま せん。  
私の解釈ですが、 和譲と は「 時代と 、 土地の使命を感じ 、 対立や矛盾を大局的に捉え、 恒

久平和につながる共通の目的を具現化するため、 察し て、 お互いに与え合い、 パート ナー

の関係を生み出すこ と 」。  
伊勢 
日本の外交に思う のは、 日本の外交官はアジアの感じ 方に無関心と 思う こ と が非常に多い

んです。 相手の感じ方考え方に対する思いやり 、 こ れがま っ た く 欠如し てき ている と いう

のが、 非常に思う んです。 日本の外交を見ている と 。  
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小松 
和譲の中で一番頂点は、楽し く 持続的に生き ら れる世界を つ く る と いう 目的。人類だけは、

個と 種の持続と 、 楽し く 持続的に生きる と いう 、 二つの目的を持っ た生命体。  
他の生命体は「 個と 種の持続」 一つ。 ただし 、 認識は同時にできず、 一つし か出来ない。

だから 世界を飢餓と 殺戮が終わっ た社会と 、 終わっ ていない社会の、 二つに分けて考えな

いと 、 共生の社会は見えてこ ない。  
ま た言葉に感動する人、 行動に感動する人、 形に感動する人、 いろいろなタ イ プがある 。

だから 目的と 目標の、 論理的整合性を分かり やすく 、 文字である と か、 絵である と か、 ビ

ジュ ア ルにする必要がある 。  
目標が明確になる と 実行可能な計画にする こ と ができ る 。 目標が高すぎますと 元気が出ま

せんので、 高い目標の場合は、 第一目標、 第二目標、 第三目標と 段階的にする 。 入口から

第一目標までは詳細な計画を立てる 。 計画は細心に、 行動は大胆に。 第二、 第三は、 第一

目標に近づいたと きに 、 設定すればよいわけです。  
平和、 環境、 健康と いう 三つの問題を、 そ れぞれ実行可能な計画にブ レイ ク ダ ウ ン する 。  
大脇 
三つのキーワード を いつも言われる 。 平

和と 環境と 健康。 私は長年、 ナショ ナル

ゴールと かグロ ーバルゴールと かを やっ

てき た中で、やはり 平和と か、環境と か、

健康と かいう 問題、 一色さ んが強調し て

いる問題。 真善美の、 全身的美に。 単に

平和ではなく 、 平和の中身が重要ではな

いか。 意味ある人生と か、 いろんな言い

方があるのではないか。 人間ら し さ 、 精

神性、 こ れを強調する言葉が必要だ。 環

境、 健康は関わっ ているんで、 こ れを一つにするのはど う でし ょ う か。  
伊勢 
平和の内容なんですが、 一つ出てこ ないのが、 人間の記憶の問題。 過去にあっ たも の、 こ

こ から 逃れら れないんです。 韓国の方に聞く と 、 非常に悲惨な過去がある 。 歴史を若い人

に教えなさ いと いう と 、 ど う し ても悲惨なものが若い人に伝わる 。 世界中の平和の問題の

一番の根本の問題なんです。 人間がど う いう 風にものを覚えているか。 認識し たこ と 、 家

族に起こ っ たこ と 。こ れを ど う いう 風に解決し ていく かと いう こ と が大変なこ と だ と 思う 。

戦争が起こ り 、 ４ 年間続いたと し ま す。 と こ ろ が、 戦争と いう のは 100年間続く 。 と いう
のは、 記憶があるから 。 だから 日本も 60 年間、 間違っ た記憶で生き て、 史実であり なが
ら 拒否し て生き ている人がたく さ んいま すよね。 史実であり ながら ですよ 。 そ う いう 記憶

の仕方があり ま すし 。 旧ユーゴス ラ ビ ア では本当に人がど んど ん殺さ れた。 こ の記憶を ど
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う する か。  
小松 
昇華と いう 言葉があり ま す。 こ れは固体がいきなり 気体になる現象をいう 、 物理の言葉で

す。 液化と か気化は、 化ける と いう 言葉を使っ ている 。 昇華と は、 出展が仏教用語だそ う

です。 怨念、 恨み、 打算、 と いう こ と は非論理的なもの。 こ れが固ま っ て収集がつかなく

なっ た と き 、 連鎖的な害を及ぼす。 こ う ゆう 状況になっ た時に、 大きな時代のう ねり 、 地

の利。 そ し てき ち っ と 順序を踏み、 段取り を し て 、 自力と 情報触媒と 他力を使い、 啐�啄同

時（ そ く た く ど う じ ） ＝※３ ＝。 こ れを使っ て感激と 感動の連鎖を生み出す。 一回こ のエ

ン ジン がかかる と 次から 次へと 感激と 感動を生み出す永久エ ンジン 。 こ の理論を使っ たの

が宗教。 宗教と いう のはサイ エ ン ス と テ ク ノ ロ ジーが発達し ていない時代に、 ある いはそ

う いう こ と に対し て感心が薄い人たちが取り 組んでいる場合が多い。 逆に追求し ていく と

結局宗教に行っ てし ま う 。 だから 科学者が、 追求し ていく と 結局、 神の存在を認めざる を

得ないと 。  
 
大脇 
人間の歴史認識。 記憶の問題です  
具 
恩讐を超えてと いう 表現が入っ ていますが、 小松先生がおっ し ゃ る よ う に 、 未来志向でい

けるかと いう こ と を考える こ と が必要ですね。  
伊勢 
日本が核の歴史を抱えながら 、 そ う いう こ と を忘れま

し ょ う と いう のは無理なんですよ 。 だから こ こ で被害

者の意識になる と いう こ と が大事だと 。 チ ャ ーチルの

いう には、 被害者は過去の苦し いこ と を忘れて、 加害

者が過去の苦し いこ と 、 やっ たこ と を忘れないと いう

こ と が理想的なんだけれど も 、 現実は反対です。 加害

者は否定するんです悪いこ と を 。 もみ消そ う と する 。

そ う する と 復讐になり ま す。  
具 
韓国朝鮮動乱がど れだけの苦し みだっ たか。 そ の苦し

みのために 50 年経っ ても 、 怨念が統一を妨げた一番
の原因なんですよ 。  
小松 
原爆を落と さ れ、 東京大空襲。 そ れがなぜ日本はアメ リ カ なんだ と 。 それはア メ リ カ と 一

緒になっ て、 日本国内はもちろんのこ と 、 世界の自由社会に豊かな環境を つ く り 上げたか

ら ですよ 。 そ う する と 怨念よ り も 、 誇り の記憶のほう が残り 、 相手に対する恨みが消えて
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いく のでは。 し かし あっ たこ と は、 けっ し て忘れてはなら ない。  
大脇 
日朝国交と 、 南北統一、 ど っ ち が早いかと いう 問題。 歴史的にも批判さ れている点もある

よ う に 、 日中国交回復と いう のは道義も何もない。 バラ ン ス オブ パワ ーでやっ た。  
具 
恩讐を超えるためにはお互いが助け合っ て豊かにやる こ と 。 平和を そ う いう 観点から いろ

いろ捉えていっ て 。 ただ戦争反対するこ と が平和運動ではない。  
小松 
世界、 そ し て子孫から 、 信頼と 尊敬と 感謝を受けると いう 成果物が生まれれば、 結果と し

て朝鮮半島と 日本、 そ し て世界の平和へつながる 。 そ れは怨念を受けているほう から し か

主体的に出来ない。 加害者が、 使命感から 生まれた主体性を持っ て順序を踏んで時代の風

と 地の利を活かし て動き出さ ねば、 こ と は始まら ない。  
 
大脇 
出雲大社もそ う 。  
小松 
菅原道真公の天満宮もそ う です。 加害者側し か進化さ せるキャ ス テ ィ ン グボード は持っ て

いない。  
具 
加害者である日本人が、 閔妃暗殺事件＝※４ ＝のこ と を ほと んど知ら ない。 加害者のほう

が、 そ れが出来る 。 被害者は許せないんですよね。 なかなか。  
小松 
日本は、 世界から 信頼と 尊敬を受ける材料、 すなわち怨念の再生産を受けている。 材料を

活かすこ と は、 加害者の日本人と 、 被害者である韓国人・ 北朝鮮人と 、 情報触媒の役割を

果たす在日が、 三味一体になら ないと 、 こ と は始ま り ま せん。  
伊勢 
そ う です。 だから 本当に日本は誇れる国になれるんですが、 それを やっ ていない。  
小松 
一方から 見ればやっ ていない。 反対から 見れば保存し てある と も考えら れま す。 核の拡散

と いう 時代になる と 、 最大のチャ ン スが来たと いう こ と も できる 。  
同じ第二次世界大戦の敗戦国である ド イ ツ はヨ ーロ ッ パの中で生き ていく ための布石を戦

後打っ てきた。 日本は海洋国家であり 、 世界の中で生き る よ う 運命付けら れている 。 だけ

ど教科書ではど う 教えているかと いう と 、 日本は島国で、 海に囲まれている と 。 同じ こ と

でも解釈が 180度違います。  
大脇 
歴史では海洋国家は発展し まし たよね。 イ ギリ ス もそ う だし 。 こ れだけ問題になっ ている
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から こ そ 、 市民運動でないと 解決できない。  
伊勢 
国連加盟 50周年に関連する会議で、 日本語の会議の題名にびっ く り し たのが、「 民は何を
すべき か」 と 書いてある 。 私は「 たみは何をすべきか」 と 読んだけど 、 なんて失礼なのか

と 思っ た 。 外務省はなんて失礼なのかと 。  
大脇 
平成元年で１ 億円の NPO支援資金ができて、今、ち ょ っ と 増やし ただけで自慢し ている 。
外国と は比較になら ない。  
一色 
日本の外交はア フ リ カ でど んなこ と をやっ ている か。 ア フ リ カ は 51 カ 国ですが大使館は
一つ。 そ の中でど んなこ と をやっ ている かと いう と 、 遊んでいる 。 地元がやっ ても ら いた

いこ と を やら ないで。一人の外交官が一年いるだけで、一億円近く の金がス ト ッ ク さ れる 。  
小松 
海洋工業国家日本が、 ど う いう 役割を果たすなかで世界と 共生し ていく か。 国是がない中

で、 外務省職員は、 金銭的には豊かかも し れませんが、 哀れな存在ですよね。  
伊勢 
外交官が国際会議にでて、発言する こ と が出来ない。国の中の合意と いう も のがないから 。

ま こ と に変な発言をし ている。 こ れは政治リ ーダ ーの責任ですね。  
小松 
東西冷戦を日本人は簡単に考えている 。東西冷戦と いう のは、やる かやら れるかではなく 、

やっ た ら 双方ア ウ ト だ 。 そ れを 50 年間続けてきたア メ リ カ やロ シア が、 ど う いう 状況に
なるのか。 そ こ の中で能天気にやっ てき た。 いま さ ら 北朝鮮の核でおたおたするこ と なん

ておかし いじ ゃ ないか。私がソ連だっ たら 、東西の決戦が始まれば、一番先に日本を叩く 。

そ う し ないと 危なく て仕方がない。  
知ら ぬが仏っ て言葉が昔から ある 。昨日も 、おと と いも大丈夫、だから 明日も大丈夫だと 。

だから いま さ ら （ 北朝鮮の核を ） 言う のは、 本末転倒だと 。 おたおたするなと 。 世界、 ア

ジア 、 日本のために、 今すぐ やら なければなら ないこ と が、 ある のではないでし ょ う か。  
日本が核武装云々と いう のは、 世界の核拡散の引き金を引く と いう こ と なんですよ 。 日本

だけの問題ではないんですよ 。  
伊勢 
本当にそ う ですよね。  
具 
核軍縮に持っ ていかなければなら ないね。  
小松 
私はそれも違う と 思う 。日本は核軍縮を叫べる資格がない。ア メ リ カ の核の傘の下にいる 。  
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具 
なるほど 。  
小松 
広島の原爆で、あそ こ でいく ら 祭典をやっ ても ますま す核は増えていく 。戦争は戦前責任、

戦争責任、 戦後責任、 こ の三つで考えないと 見えてこ ないわけです。  
伊勢 
おっ し ゃ る と おり です。  
小松 
われわれは戦争をやっ ていないから 、 戦争責任はないんです。 赤十字の船を沈めたり 、 こ

れは戦争責任なんです。そのルールはだめだよ と 。戦争をする と き の宣戦布告は、「 宣戦布

告する―お前正気か―正気だ―じ ゃ あ明日の朝６ 時だ―それは困る 。 夕方の６ 時にし ろ―

―じ ゃ あ中折れで 12 時ではど う か―OK」。 こ れが私の考える宣戦布告のルール。 そ れか
ら は戦争ルールを守れば、 後は何でもあり 。  
人類は現代でも 、 戦争を否定し ていません。 戦前責任と いう のは、 そ う いう 風になら ない

よ う に手を打っ ていく 。 われわれに今あるのは、 戦後責任と 、 こ れから 起き るかも し れな

い戦前責任。 こ の二つなんですよ 。  
具 
先ずスケジュ ールのほう から 。 大きな道は門がない。 大道無門＝※５ ＝の道をおっ し ゃ ら

れたから 。  
小松 
いま必要なのは事務局をつ く る こ と と 私は思う んですけど 。 も う ひと つソ フ ト 。 形と 、 理

論、 そ の両方を作る。  
伊勢 
（ 企画書にある ） 年間計画で、 夏ま でに国連同意を得る と いう 。 こ れはど う いう こ と でし

ょ う か。  
大脇 
国連にそ う いう こ と を納得し ても ら う と いう こ と では。  
伊勢 
国連のど こ に。 国際赤十字社ではないですか。  
具 
ただ国連が韓国の人がなっ たも のですから 。 ＝潘基文（ パン ・ ギムン ,  Ban Ki -moon、 1944

年 6 月 13 日 - ） 大韓民国の外交官、 政治家、 第 8代国際連合事務総長＝だから 市民運動

と し て国連事務総長に仲介をお願いする と いう こ と がやる こ と ではないか。  
伊勢 
そ う する と こ れは国連事務総長と いう こ と でよろ し いですね。 やはり ど の段階かですね。

形が出来た後でし ょ う か。  
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具 
ア ナン （ 国連） 事務総長や、 カ ータ ー（ 元大統領） と か、 日本の人が、 あ、 あの人の話な

ら 聴く 耳をも と う と いう こ と を ３ 年前から 思っ ていた。  
伊勢 
国連協会と いう も のがあり 、 国連のいろんなこ と をやっ ている協会がニ ュ ーヨ ーク にあり

ま す。 そ の会長がハン ス ・ ブ リ ッ ク ス＝Hans Bl i x、 1928 年 6 月 28 日 - はス ウ ェ ーデン

の政治家である 。 1978 年から 1981 年に掛けてスウ ェ ーデン外務省の大臣だっ た＝と いう

方で、 IAEA＝※６ ＝の委員長だっ た人。 こ の方が、 今、 核を持つと い う のがいかに無意
味なこ と かと いう のを解説でき る方。 で、 こ の方が国連協会の総合的な会長を し ている 。

日本側は千さ ん（ 千玄室 財団法人 日本国際連合協会会長 茶人）。外務省がいまま で担当

であっ たのを 、 民に移し て千さ んが本当に活躍し てやっ ておら れま す。 お茶を通じ て、 和

の心を世界に広げておら れます。 いま国連親善大使でやっ ておら れる 。  
大脇 
日本では千宗室（ 玄室旧名） さ んが大事だと 。  
伊勢 
そ れも一つですね。  
小松 
なるほど 。 私はま っ た く 国連のこ と は分かり ませんが、 同時に直接、 国連の事務総長、 国

際赤十字社総裁、 日本・ 韓国・ 北朝鮮の赤十字社総裁にダ イ レ ク ト メ ールでた く さ んの賛

同者と と もにお伝えするのも一つの方法ではないでし ょ う か。 そ の辺は総合的見地から 、

確かな入口から 入るための議論が必要ですよね。  
文章の内容は論理的に反論の余地がないよ う に組み立て、 ソ フ ト パワ ーと し て機能さ せる

必要があり ま す。  
核の拡散が現実化し たと いう こ と は、 核大国に大きな責任があり ま すね。 核拡散に直面し

た現在、 核大国も対応に苦慮し ている と 思っ ています。 こ のよ う な現状認識に立てば、 プ

ロ ジェ ク ト に賛同する人が世界中から 集ま っ てこ ら れるのでは。 ブ ロ ード バン ド と 大旅行

時代、 そ し て核拡散に至っ て、 人類の破滅と 、 恒久平和の、 両方の入口の前に立っ ている

のではないでし ょ う か。  
核は人類の特性上、 恒久平和に行く ために、 必要不可欠なプ ロ セスであっ た と いう 仮説も

成り 立ち ます。 人類は限り なく 悪魔にも近づく し 、 限り なく 神にも近づく 生命体。 こ う い

う プ ロ セスを経て、 世界を恒久平和に誘導する役回り が北東アジア に来ているのではない

でし ょ う か。  
伊勢 
核を持っ ていない国を集めて会議をする こ と は大事だと 思う んです。 北欧の国々と か。  
小松 
なるほど 。 そ れは良い考えですね。 なぜ北欧諸国は核を持つ能力を持ちながら 、 持たずに
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いるのか、 いら れるのか。 その辺を聴けば、 良いヒ ン ト が得ら れる可能性があり ま すね。

ひざ を交えた会議と 、 ネッ ト と の併用は想像以上の相乗効果が期待できま すね。  
具 
ネッ ト の世界平和会議と いう のも面白いですね。  
伊勢 
人間は隣同士座っ て意見を出すのと 、ネッ ト で会議するのと では･･･ち ょ っ と 限界を感じ て

いま す。  
小松 
頂上と 、 一合目、 そ し て入口がはっ き り すれば、 議論に相乗効果が生まれ、 競争と 共生が

矛盾なく 両立し 、 行動につながる結論に収斂し ていく でし ょ う 。  
伊勢 
なるほど ね。  
（ 一同、 写真集を指差し ）  
韓国赤十字社の総裁は、 韓国の総理？ 
具 
元総理。 前々総理ぐ ら いですね。  
小松 
韓国から 北朝鮮に 500頭の牛を持っ ていっ た 、 そ れにあわせたんですよ 。今年が南京大虐
殺 70 周年なんです。 そ こ でいろ んなこ と が計画さ れている 。 私はそ こ で講演し てき ま し
た 。「 中庸」（ 南京・ 釜山講演集） に書いてあり ま す。 こ う いう こ と を 、 戦略的に税金を払

いながら やっ てき た 。何が重要と いう と 、聴いても ら える と いう こ と を 。世論ではなく て 、

権力を持っ ている人に集中的にやっ て。  
韓国、 中国、 シン ガポール、 そ の他アジア の国々はも ち ろんのこ と 、 ア メ リ カ 、 オ ラ ン ダ

にも 、 日本に対する怨念発電所がた く さ ん作ら れてき た。  
伊勢 
わかり ま す。  
小松 
今年、 南京の記念館は敷地面積三倍、 展示面積十倍になり ま す。 真珠湾のア リ ゾナ記念館

も今度拡張さ れる よ う です。 シン ガポールも こ の間、 フ ォ ード の工場跡地に、 ８ 億円かけ

て完成さ せま し た。  
そ れを子供たちが見る と 「 えーっ 、 こ んなこ と を やっ てき たの。 日本人っ てひど いね」 と

いう のがど んど ん増えるわけですよ 、怨念発電所（ 一同笑）。だ と し たら そ のエネルギーを

感激と 感動に作り 変える 。そ う する と 逆にそ れを作っ た人も浮かばれるし 。「 こ んな方法が

あるのか。 こ れはア メ リ カ と イ ラ ク でも使えるな」 と なれば素晴ら し い。  
大脇 
環境も ビ ジネスに、健康も ビ ジネスになっ た 。21世紀は平和の事業化の時代と 考えていら
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っ し ゃ る 。 先見の明と 思いますけど 。  
小松 
お金が回る中で、 笑顔がど んど ん増えていく 。 こ れが、 景気がいいと いう こ と 。 二宮尊徳

先生がおっ し ゃ っ ている よ う に理念なき経済は罪悪、 経済なき理念はたわご と 。 一家を排

し て万家を起こ す。  
朝鮮半島の対岸にあり 、 広島への原爆投下によ っ て早期戦争終結の恩恵を受けた出雲で、

北と 南が分かれている こ の現実を正面から 受け止めれば、 日本国出雲、 韓国、 北朝鮮の三

者に、 世界恒久平和に向かう 歴史的な役割が回っ てき た と 考えら れるのではないでし ょ う

か。  
ま ず日本国内で市民レベルの勢力が協力し 合い、 日本と 韓国、 北朝鮮政府に働きかけて、

世界の平和の流れをこ こ から 興す。 その仲介を国連にお願いする 。  
具 
そ れが和譲平和研究会。  
一色 
世界の憧れですよね。  
具 
いわゆる環日本海地域ですね。 境港は元山か、 清津と 姉妹提携し ていますね。（ 境港市は、

朝鮮民主主義人民共和国元山市と 1992年姉妹提携。 同国核実験表明を受け 2006年破棄） 
小松 
今はク ロ ーズし ていま す。  
具 
ク ロ ーズし ていま すけど ね、 出雲も考えないと いけないね。  
小松 
拉致の問題、 日本の拉致だけではだめなんです。 韓国の拉致と 一緒に話をする こ と によ っ

て 、 初めて日本人の義務と 責任を果たすこ と につながり ま す。 そ れと も う 一つは、 赤十字

社になぜ働きかけるのかと いう と 、 日本人妻の問題は、 赤十字社が絡んでやっ た問題なん

です。  
伊勢・ 田代 
そ う です。  
小松 
だ と し たら 赤十字社には義務と 責任があるのではないでし ょ う か。 私が金正日さ んだっ た

ら 、 やれやれ、 こ れで面子が立つ。 それと 同時に、 厄介な問題から やっ と 開放さ れる と 思

う 。  
始めから う ま く い く に決っ ている 。 演繹法と 帰納法と 弁証法でち ゃ んと ス テージがつ く っ

てある 。 後は遠足に行く よ う なも のです。  
だ っ て 、 おいてあっ たから ち ょ う ど 飲み頃になっ ている んですよ 。  
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一色 
本当に視点を変える と 、 最高のものになっ ているわけですよね。 ある面では最高の場が用

意さ れている 。  
具 
日本の携わっ ている人はみなそ う 思う 。  
小松 
赤十字社は人道問題に集中し 、 政府は植民地支配の補償金や、 核の問題に集中し て取り 組

み、 専門チームを つく り 、 赤十字社がスムースな活動ができ るよ う 支援する 。  
具 
（ 趣旨書を ） あわててつ く るよ り 、 感動さ せなければなら ない。  
国会議員、 経済界、 宗教界、 マ ス コ ミ が、 こ れに参加し ないと 恥ずかし いと 思わせる よ う

なも のにし ないと いけないわけですよ 。  
田代 
北から 来ている姉から の手紙はいっ ぱいあるんですけど 、 私ど もの姉は向こ う でも本当に

庶民ですから 、 向こ う での様子は書いてき たこ と があり ま せん。  
一色 
やはり 検閲さ れる 。  
田代 
も ち ろ ん 100％検閲です。 切手代が三日分の食事に当たる と いいま す。 こ れが 1987 年に
朝鮮に会いに行っ たと き の写真です。 も う やせて、 老婆のよ う な感じ でし た。 本当に （ 日

本と は） 状況が違いますので。  
最近はテレビ でも出さ れる よ う になり ま し たけど 。 700 人ぐ ら いの北朝鮮にいる日本人妻
の住所を確認し ており ま す。 救援物資と いいまし て毎年送っ ており ま す。 あち ら から はお

礼状と し て手紙が来ており ます。 最近はそ う いう 方がど んど ん亡く なっ ており ま し て 、 そ

の人たちから の子供から の手紙になっ ており ます。  
小松 
ご意見をお聞き し たいのですが、 朝鮮統一と いう 言葉は当分の間、 目鼻がつ く まではおい

ておいたほう がいいんじ ゃ ないかと 思いま す。 いろんな思惑が働き ますから 。 逆に二つに

分かれている現状をまず肯定を し て、 分かれている故にいい、 そ れを活かす。 平和と いう

こ と によ り リ ア リ テ ィ がある 。 要は、 自由な往来を目的にし たら ど う かと 思う のですが、

ど う でし ょ う か。 統一と いう こ と ですと 、 即政治問題になり ますから 。  
田代 
私ど もの運動でも 、 南北統一と いう こ と を申し述べたこ と はございま せん。 そ れは私たち

の問題課題では実はない。 名前の通り 、 自由往来実現の会です。  
小松 
今、一国で生き ら れる国は地球上ど こ にもない。 21世紀は、国家の意味が変わっ て く る と
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思う 。 国益と いう こ と が、 地球益と イ コ ールになるわけです。 と いう こ と は世界の平和の

ために、 世界が楽し く 持続的に生き ら れる地球社会をつ く る ために、 そ こ の国家はど んな

役割を果たすかによ っ て 、 そ の国の国民に愛国心が生まれるのでは。  
大脇 
南北統一も言わない。 日朝国交回復も言わない。  
一同 
言わない。  
小松 
要は、（ 拉致、南北離散家族、日本人妻の） こ の三つの問題を解決する 。 シン プ ル。 そ の問

題を解決するなかで、 自然にそ の言葉が出て く る 。  
具 
政治はいっ たん抜いて、 赤十字社に三つの問題は移管し てやるべき ではないかと 。 自由往

来するためには国交正常化しなければなら ないんじ ゃ ないかと 。 常識だと 。  
小松 
逆に、 そ れ以外の良い方法があっ たら 教えて く だ さ いと 問いかけるのはど う でし ょ う か。

非常にシンプ ルに。  
具 
ぐ っ と 文章が短く なっ て 、 和譲のこ と が入るわけですよ 。  
小松 
全面的に赤十字社ができ る よ う に 、 政府がバッ ク ア ッ プ する と 。 そ う いう こ と を国連で決

議を求める。  
具 
日本が終戦と 同時に、（ 帰還運動は）外務省と 法務省がいわゆる救護政策を と っ たわけです。

表向きは赤十字。 だから 日本政府にも義務と 責任がある 。 ど う あろ う と 政府を動かさ なけ

ればなら ない。 政府と か世論を動かすために、 国連に働きかける 。  
小松 
だから 第一の目標を国連の事務総長にも っ て く る 。  
具 
そ う です。  
小松 
国連の事務総長は各国に。 それで大事なこ と は順序なんですね。 世論を先に出し たら だめ

ですよ 。 政略的に先に文書によ っ て政治家に賛意を求め、 競っ て政治家が賛同する よ う な

出番を つ く る 。 そ し て人道と いう 天略を組み合わせる 。  
具 
和譲平和学と はなんなのか。 平和学を研究するんだと 。  
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小松 
和譲平和学の理論構築と 、 その実証テス ト 。 陽明学の中でいう 知行合一。  
具 
面白い。  
小松 
だ っ て同じ こ う し てやるんなら 、 面白く やら なければ、 楽し く ないじ ゃ ないですか。 です

が議論が大切です。 議論し て、 こ り ゃ いいじ ゃ ないかと いう こ と で進めていき ま し ょ う 。  
実はち ょ っ と お願いし たいこ と があり ま す。 日本人妻と いう 婦人の問題がある じ ゃ ないで

すか。 そ し て 、 いまでも韓国に行き ますと 従軍慰安婦の方が日本大使館前に座り 込みを し

ている 。 ですから 私はぜひ女性を中心にし て、 男はち ょ っ と 引いて、 女性を支える 。  
 
（ 全員の期待が伊勢氏に向かう ）  
 
一色 
お母さ んの感覚でやっ ても ら っ たほう がいい。  
伊勢 
ア ジア女性基金と いう こ と は、 非常な問題があり ま し て 。  
具 
そ れは実績と し てたいへんに意義があり ま す。 そ し てこ

れから です。  
小松 
朝鮮戦争を朝鮮半島最後の戦争にし よ う と 願い、 朝鮮戦

争を戦っ た国、 支援し た国の、 女性の民族服を着た銅像

を置く 。 こ れを竹島に、 独島につ く ろ う と 働き かけてい

ま す。 独立記念館にはこ れ（ 太陽の國 IZUMO にある 、
イ メ ージ図） を天井ぐ ら いま で引き伸ばし たものが寄付

し てあり ま す。 そ う いう こ と をやる ための地なら し を や

っ ていま す。 私はど こ から 調べら れても政界、 財界、 宗

教界、距離を置いていま すから 。そ う し ないと できない。

資本主義、 自由主義社会の中で、 自由を手に入れるこ と

ほど難し いこ と はあり ま せん。 こ れが私の実感です。  
具 
本当にそ う 思いま す。  
小松 
そ れでう ちの社是はおも し ろおかし く たのし く ゆかいに。 ああ面白かっ たで。  
女性の方たちの会でつ く っ て、 そ れを男性がサポート するのはど う でし ょ う か。  
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具 
天命ですよ 。 すばら し い会議でし た。  
大脇 
僕ら も応援し ま すので、 ぜひ。 ア ジアに安定し た基盤を つ く るために。 長年の経験と いう

も のがあり ま すので。  
一色 
本当に、 すばら し いお話ではなかっ たでし ょ う か。 あり がと う ご ざいま し た 。  

（ 了）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１  
市民によ る平和活動、 市民国連が定める 。 市民憲章は「 宣言」 で「 我々は地球市民と し

てのグ ロ ーバルな視点から 、 又民間人と し ての立場から 、 世界平和の維持と 普遍的な人類

愛と 言う 課題に向かっ て挑戦し てゆく 」 など と う たう 。  
 
※ ２  
抗日パルチザン と は、戦時に、武装し た一般人民によ っ て組織さ れた非正規の戦闘集団。

多く 正規軍と 連携し ながら 、 遊撃隊と し て活動する。 別動隊。  
 イ タ リ ア語の partigiano から き たフ ラ ン ス語。 も と の意味は党員，仲間。一般には外国
軍や国内の反革命軍に対し て自発的に武器を と っ て戦う 、 正規軍に入っ ていない遊撃兵の

こ と 。 ロ シア革命， 第２ 次世界大戦， 朝鮮戦争， ベト ナム戦争など で活躍， 特に独ソ戦中

のソ連のパルチザンは有名。  
 抗日パルチザン は大韓帝国軍の強制解散後、 旧韓国軍がゲリ ラ 化し たのが始ま り 。 日本

統治化の朝鮮満州国境で日本関係施設など を襲撃。 そ の中で故・ 金日成（ 元朝鮮民主主義

人民共和国主席） は旧ソ連の指導下でパルチザン活動を し ていた と いわれる 。  
 1937 年 6 月 4 日、 金日成部隊である東北抗日聯軍（ 連軍） 第一路軍第二軍第六師が普
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天堡（ ポチョ ン ボ） の町に夜襲をかけた事件（ 普天堡の戦い） を契機に、 金日成は抗日パ

ルチザン の英雄と し て有名と なっ た 。 国境を越えて朝鮮領内を攻撃し て成功し た例は稀有

だっ たこ と 、 そ れが大き く 報道さ れたこ と 、 なによ り 、 日本官憲側が金日成を標的にし て

「 討伐」のための宣伝を行い多額の懸賞金をかけるなど し たこ と が、金日成を有名にし た。  
 
※ ３  
啐�啄同時と は、 禅の言葉。 卵の中のヒ ナ鳥が殻を破っ てま さ に生まれ出よ う と する時、

卵の殻を内側から 雛がコ ツ コ ツ と つつ く こ と を 「 啐�」 と いい、 ち ょ う ど そ の時、 親鳥が外

から 殻を コ ツ コ ツ と つつ く のを 「 啄」 と いいます。 雛鳥が内側から つつく 「 啐�」 と 親鳥が

外側から つつ く 「 啄」 と によ っ て殻が破れて中から 雛鳥が出てく る 。  
 両方が一致し て雛が生まれる「 機を得て両者相応じ る得難い好機」 のこ と を「 啐�啄同時」

と いう 。親鳥の啄が一瞬でもあやま る と 、中のヒ ナ鳥の命があぶない、早く ても いけない、

遅く ても いけない、 ま こ と に大事なそれだけに危険な一瞬であり 啐�啄は同時でなく てはな

ら ない。  
 
※ ３  
明成皇后（ 閔妃）（ 1851- 1895）  1895 年 10 月 8日大院君を担ぎ出そ う と し た勢力によ
り 景福宮にて暗殺さ れ、 遺体も焼却さ れた （ 乙未事変、 韓国語ではウ ルミ 、 俗に「 閔妃暗

殺事件」 と も ）。  
朝鮮が親露に傾く こ と に危機感を持っ た公使・ 三浦梧楼が暗殺を首謀し たと いう 嫌疑が

かけら れた。 外交官が王族を殺害するこ と に関与する と いう 行為に、 日本は国際的な非難

を恐れ三浦を含む容疑者を召還し 、 裁判を行っ た。 そ の結果、 首謀と 殺害に関し て証拠不

十分で免訴、釈放さ れた。 ) そ の他、捜査の過程で実行者と し て実名が挙げら れた者に安
達謙蔵、  小早川秀雄、  横瀬幸彦、  堀口九万一、  堺益太郎、  柴四郎、  鈴木順見、  岡本
柳之介、  穂積寅九郎、  鈴木重元、  岡本柳之助、  杉村濬、  馬屋原務、  藤戸与三、  村井
右宗、  馬来政輔、  萩原秀次郎、  国友重章、  菊地謙譲、  鈴木順見、  中村楯雄、  寺崎泰
吉（ 別名 高橋源次）、  田中賢道、  堺益太郎、  横尾勇太郎、  藤勝顕、  家入嘉吉、  木協
祐則、  平山岩彦ら がいる 。 ] 

なお、 朝鮮政府はこ れと は別に李周会(自首）、 朴銃、 尹錫禹の 3人と そ の家族を 、 三浦
ら の公判中の同年 10月 19日に犯人およびその家族と し て処刑と し ている 。  
閔妃は、 微妙なバラ ン ス感覚によ る外交政策を得意にし ていたと も言われるが、 具体的

には大院君への怨念と もいえる確執の政治姿勢で貫かれていた。 こ れら の政策が逆に仇と

なり 大院君に代表さ れる反対派勢力によ る暗殺を呼び込むこ と になっ た。 閔妃暗殺後、 日

本は朝鮮の保護国化政策を進めていく よ う になる 。  
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※ ４  
 「 大道無門」 は、『 無門関』 の  禅宗無門関（ 無門慧開の自序） の頌に曰く 。「 大道無門、

千差路有り 。 此の関を透得せば、 乾坤に独歩せん。」 に由来し ている 。  
 「 大いなる道に入る門は無いけれど も 、 そ の門はま たど の路にも通じ ている 。 こ の（ 無

門の）関を透り 得たなら ば、そ の人は大手をふっ て大地乾坤を闊歩するであろ う 。」 ま た 、

「 大道に入る門は無く 、 到る と こ ろ が道なれば、 無門の関を透過し て、 あと は天下の一人

旅。」 の訳がある 。（ 岩波文庫 無門関よ り ）  
 
※ ５  
 国際原子力機関（ こ く さ いげんし り ょ く き かん、 I nt er nat i onal  At omi c Ener gy Agency 

( I AEA) ） は、 原子力の平和利用を促進し 、 軍事転用さ れないための保障措置の実施をする

国際機関である 。2005 年度のノ ーベル平和賞を 、エルバラ ダ イ事務局長と と も に受賞し た。 

1957 年に創立さ れ、 事務局長は、 1981年から 1997 年ま でハンス ・ ブ リ ッ ク ス 、 そ の後は

モハメ ド ・ エ ルバラ ダ イ 。  

2002年のエ リ ト リ ア 、キルギス及びセーシェ ルの加盟によ り 、加盟国は 137ヶ 国と なっ た。  

 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････・  
南北離散家族 日韓拉致被害者 日本人妻自由往来問題に関する各界から の反応 
 
日 時： ２ ０ ０ ７ 年１ 月１ ２ 日 

 

受 信 : 人間自然科学研究所 

 
発 信 : 木曜学術会常勤副会長 徐 世旭 

 
題 名 : 日韓両国の拉致被害者問題の解決方案に対する見解 

 

北韓（ 北朝鮮） が日本と 韓国から 拉致し た両国民は、 ど んな政治的な理由であれ、考

慮なし に無条件で本国に帰すのが人間の道理的な面から 考えて当たり 前のこ と です。  

も し 、拉致さ れた本人が北韓に残り たいと 希望する場合は、自意か他意がわから ない

ので、 一応本人を自国に帰し 、 そ の後、 自ら 判断する よ う にし なければなり ま せん。  

はっ き り と 言いますが、 拉致行為は許せない野蛮な行為です 

ど んな価値と も代えら れない人生の価値を抹殺し 、そ の家族と 周辺に忘れない不幸と

恨みを つ く っ た こ と は人間と し てやっ てはいけない悪行為であり ます。北韓の野蛮な行
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為に対し 、韓日政府は相当な忍耐力で説得し ながら 、国民の帰還のため、気を つけなが

ら 努力を尽く し てき ま し た 。  

に も かかわら ず、 北韓はいろいろな言い訳をし ながら こ のこ と を拒否し て き ま し た 。 

そ う である から と いっ て拉致被害者を帰還さ せる努力を諦めてし ま う と 、そ れは人間で

ある こ と を放棄し たこ と と 同様です。  

今ま で両国政府が注いでき た努力はそれなり に評価するべき ですが、そ の結果は暗闇

の中の手探り のよ う で、 根本的な改善処方を要求さ れていま す。  

そ の処方と は、国連に加盟し ている国家だけでなく 、全人類が取り 組んで歴史の不幸

を解決するべき です。  

こ こ で国連と 国際赤十字の役割がも っ と も現実的な処方である と 強調し たいです。  

国際赤十字の組織は北韓にも存在するため、日本、韓国、北韓の赤十字社がよ り 体系

的な連帯を強化し 、国際赤十字と 共同で、問題解決をするための知恵を集め、いろ いろ

な方法と 手段を講じ ないと いけま せん。   

「 探せば見つかり 、門を たたけば開かれる 」 と 聖書に書いている通り に、北韓の暗黒

の門を開く べく 、赤十字社を先頭に全人類が共にたたけば拉致者に立ちふさ がっ ている

門も開く だろ う と 期待し ています 

特に、 こ の門を開く ためには日本・ 韓国・ 北韓の赤十字社が、 こ の拉致問題を専担す

る特別委員会を設置し 、持続的な努力をする こ と が現段階と し ても っ と も可能性が高い

こ と ではないか考えます。  

 

■徐 世旭の略歴 

 

＜以前＞ 

   西江大學校哲学科卒業 /  Kor ea Her al d 釜山支社長  /  カ ト リ ッ ク 釜山 編集長 

   地平出版社 代表取締役 /  明る いギャ ラ リ ― 社長 /  釜山自民団体協議会運営委員長 

   ＜現在＞ 

木曜学術会創立（ 79年） 、 常勤副会長 / 月刊市民時代編集主幹  / 国際新聞読者委員長 

   釜山を つ く る NGO代表 / 海雲台を愛する NGO 代表 / 釜山広域市美術協会 諮問委員 

 釜山広域市行政憲章 審議委員(現)  
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日 時： ２ ０ ０ ７ 年１ 月１ ５ 日 

 
発 信 : 韓国・ 東宇技研株式会社 代表取締役 曺 秀煥 

 
題 名 : 韓国・ 北朝鮮・ 日本の国際人権問題に関する見解 

                 （ 理事長・ 小松昭夫と の対談）  

 

曺 「 日本の徴用、 韓国動乱の捕虜帰還、 さ ら に歴史問題があり ま す」  
日本と 韓国の拉致問題、 離散家族、 日本人妻の問題。 こ のほかに、 韓国から 北朝鮮に渡っ

た捕虜、 北朝鮮から 韓国に行っ た捕虜。 日本に太平洋戦争中に徴用（ 強制労働） で渡っ た

人の帰還問題があるのではないでし ょ う か。  
徴用で帰国し た人は一部。 ほと んど が現地で死ぬか、 一部は日本に永住し た。 そ し て行方

不明の方がた く さ んいる 。 北朝鮮から 見る と 、 日本の徴用に比べれば、 拉致は事件ではな

い。 そ れほど規模が大き く 、 ま た悲惨な問題です。  
次が韓国動乱のと きの捕虜の問題。 北の兵隊が南に。 韓国の兵隊が北に。 そ れぞれ捕虜に

なっ て 、 その帰還問題があり ま す。 李承晩大統領の時代に、 一部捕虜の交換があっ たが、

韓国から みれば未帰還の人が、 た く さ ん北朝鮮に渡っ た。 ま たた く さ んの北朝鮮の人が韓

国に渡っ た。 そ れが離散家族問題の一部になっ ていま す。  
ま た 、 北朝鮮によ る韓国漁船の拉致問題もあり ま す。 いま ご ろはないですが、 昔は毎週の

よ う に新聞に出ていた。 そ れで韓国に戻っ た人もほと んど ない。  
日本人で拉致さ れた人はほと んど スパイ 教育に使われたでし ょ う 。 韓国から も 。 拉致は韓

国国内から の拉致もある し 、 海外で旅行やビ ジネス、 留学を し ている最中に行われた場合

もある 。  
韓国と 北朝鮮は今、 韓国動乱の講和条約は結ばれていま せん。 戦争はいっ たん止ま っ た状

態。 休戦状態です。 そ のためもあっ て離散家族の面会が難し い。 こ れも自由に往来でき る

よ う にし たい。  
さ ら に韓国、 中国、 北朝鮮、 日本の歴史問題があり ま す。 靖国神社参拝の問題に象徴さ れ

る よ う に 。 いろ いろある 。 東海、 日本海の呼称問題もあり ま す。  
こ う し た 、 いろ んな懸念を全部、 協議のテーブルの上に載せまし ょ う 。 残ら ないよ う に 。

平和を つ く る目的のために。  
小松 
世界の平和を目指し て、 韓国・ 北朝鮮・ 朝鮮半島の対岸にある出雲が、 そ のモ デルを目指

す。 そ のための第一ステ ッ プ 。 日本全体と いう こ と では難し い。 こ の出雲。 こ の地域が世

界恒久平和の流れをつ く る 。 こ こ に世界から こ のプ ロ ジェ ク ト に関心がある人が集ま る 。

集ま る と いう のは物理的に集ま る だけではなく 、 世界中から 意見が集まる 。 100 年後から
みて、「 あの時代にいいこ と を し た 」 と 言っ ても ら える よ う に。  
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そ し て笑顔がど んど ん増えてき て、 世界の中でいまも緊張や紛争地帯にある地域もそ のモ

デルをみて、「 ああいう 風にし たい。 自分たちの地域は少し 状況が違う から ア レン ジし て 」

と なる よ う に 。そ う する と 、日本韓国はも と よ り 、北朝鮮の人にも大いに誇り が生まれる 。

曺 「 よ いこ と を言っ ても タ イ ミ ン グが大切」  
盧武鉉大統領がこ の前、 日本海を 「 平和の海」 と 呼ぶのはど う かと 提案し たけれど 、 大き

な反発を受けた。 時期的にあわなかっ た 。 いい発想し ても韓国では、 盧大統領のやる こ と

は遠ざける。 良いこ と を言っ ている と 思いま すが、 時機が大変に大切ですね。  

日本と 韓国、 北朝鮮。 こ の海が、 いまはものすご く 魚を獲る こ と が難し い。 前はた く さ ん

の魚が獲れた時期がある 。 そのと きは EEZ 内でも何と かなっ た 。 今は魚が獲れないから
争いが起こ る 。  
そ し て北朝鮮には食べ物がない。 そ の原因もあるが。 さ ら に 、 山に木がない。  
そ う いう 面を指導し て。 さ ら に経済問題は、 韓国企業は中国や東南アジア に工場を造っ て

いま すが、 例えば中国は言葉が通じ ないものですから 、 中国の朝鮮族に秘書を し ても ら わ

なければなり ま せん。 コ ス ト ア ッ プ ですね。  
北朝鮮に工場を造れば、 言葉が通じ ますし 、 電気も南から 送れます。  
ですから いっ たん、 みんなポケ ッ ト にある問題を全部テーブ ルに載せるこ と です。 こ れま

での緊張の原因になっ てき たも のを 、 全部載せるのはど う でし ょ う か。 そ の上で平和を目

的に協議する 。 そ の方式が世界の方式になる 。  
 
小松 「 こ れま での材料をすべて、 英知を使っ て人類進化に使う 」  
長期的、 多面的、 根源的に考える 。 環境と 健康の問題は、 生命創生の根源であるシア ノ バ

ク テ リ ア から 考える。 人間社会の問題は人類の誕生から 考える。 ただそれだけでは毎日の

こ と ができま せんから 、 一方では短期的、 部分的、 表面的に考える 。  
そ れと 長期的な部分が、 論理的に整合性が取れるよ う に 、 演繹法、 帰納法、 弁証法を使っ

て答えを導き出す。  
福田元首相が提唱し た OB サミ ッ ト で採択さ れた「 人間の責任に関する世界宣言」 ＝※注
＝で、「 あら ゆる財産と 富は、正義に則し 、人類の進歩のために責任を持っ て使われなけれ

ばなら ない。 経済的及び政治的権力は、 支配の装具と し てではなく 。 経済的正義と 社会的

秩序に役立つよ う に使わなければなら ない」。（ 第 11条） と あり ます。  
 
※注 
 故・ 福田赳夫元首相が提唱し 、世界の大統領や首相経験者でつく る イ ン タ ーア ク ショ ン・

カ ウ ン シル（ InterAction Council、 通称 OBサミ ッ ト ） は、 福田元首相の死を契機に、 心
の問題、倫理問題に本格的に取り 組み始めて、世界人権宣言 50周年記念に当たる 1998年
の国連総会の場で採択を計画し た。  
公表さ れた草案に対し ては強力に指示する意見が世界中から 多数表明さ れた反面、 人権
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活動家や報道機関など を中心と し て、 人権問題に対する取り 組みを弱体化さ せる、 ある い

は報道に対する規制を強めるこ と につながる と の懸念から 強い反対意見も出さ れ、 国連総

会で討議さ れる こ と はなかっ た 。 し かし 現在でも 、 さ ま ざ ま な機会を通じ てこ の宣言を人

類共通のものにし ていこ う と の取り 組みがなさ れている 。  

 
 
一隅を護り 、 千里を照ら す  
道の追求は一を生じ 、 一は二を生じ 、 二は三を生じ 、 三は万物を生ず  
 
参考のために 、 こ のプ ロ ジェ ク ト の基本理念と 、 理念の生ま れた経緯を記載し た 、 1999
年発行の「 太陽の國 IZUMO――地球ユート ピ ア モデル事業――」 の、 巻頭言と 、 編集後
記を ご紹介し ま す。  
 

中庸――偏ら ざる を こ れ中と いい、 易
か

わら ざ る を こ れ庸
よ う

と いう  

中国古典「 中庸」 よ り  
人間自然科学研究所 所長 小松昭夫 

 
自分が置かれている環境をいっ たん肯定し 、 人の縁によ っ て現在の自分があり 、 自然と

歴史の中に活かさ れている こ と を自覚。 同時に、 現実を直視、「 人類究極の目的にめざめ、

状況に応じ 、 生かさ れながら 臨機応変に生き る 」。 こ れが、 私の考える 「 中庸」 です。  
ゼロ から 事業を起ち上げ、 今日に至っ た道のり は、 た く さ んの方々と の出会いと 縁の賜

物であり 、 感謝にたえま せん。 と 同時に、 既得権益の因習の壁を臨機応変に突破し ていく

戦いの連続でもあり ま し た 。  
そ の人生の途上において、いかに生き るべきかを模索する中から 、「 天寿が全う でき 、楽

し く 愉快に持続的に生き ら れる地球社会の創造」 と いう 目的を目指すこ と が、 人類が滅亡

から 救われるための条件であり 、21世紀社会は、こ の目的に向かっ て自分の果たすべき役
割に目覚めた人たちが共生し ていく 社会であるこ と を見出し まし た。  
そ の人生の途上において、いかに生き るべきかを模索する中から 。「 天寿が全う でき 、楽

し く 愉快に持続的に生き ら れる地球社会の創造」 と いう 目的をめざすこ と が、 人類が滅亡

から 救われるための条件であり 、21世紀社会は、こ の目的に向かっ て自分の果たすべき役
割に目覚めた人たちが共生し ていく 社会であるこ と を見出し まし た。  
人類の歴史は、 飢えと 殺戮のない社会の創造をめざす過程で、 文明・ 文化の交流・ 融合

によ る新し い文明・ 文化の創出（ 陽） と 、 戦争による殺戮・ 破壊（ 陰） と いう 状況と が繰

り 返さ れてき ま し た。  
今日、 世界は、 環境破壊と 地域紛争の多発による人類破滅か、 共通の目的を見出し 地政
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学的役割分担と 合意形成の中から 「 天寿が全う でき 、 楽し く 愉快に持続的に生きら れる地

球社会の創造」 に向かう か、 そ の分岐点にあり ま す。  
世紀末の今こ そ 、 多面的に現状を分析、 歴史・ 地政学に照ら し 、 そ れぞれの地域の目標

を見出すべく 、 議論の場を設定する と き です。 さ もなければ、 現代社会は崩壊し かねませ

ん。 すでにそ の兆候はいろいろなと こ ろ に表れてきていま す。  
山陰地方では若い人たちが地域を去り 、 人口減少と 高齢化社会が急速に進み、 企業倒産

も急増。 島根県は高齢化・ 死亡率のいずれも日本一になっ ていま す。  
こ のよ う な切迫し た状況下、 政治・ 行政・ 学者の議論にと ど ま ら ず、 企業を含めた市民

社会総参加のも と で社会改革のための議論の場を設け、 解決の道筋を見出す努力を し なけ

れば、 企業・ 個人の生存すら 危ぶまれる 「 暗黒の 21 世紀」 になっ てし まいま す。 すでに
全国各地で同じ よ う な状況が出現し ていま す。  
社会心理学者ア ブ ラ ハム・ マズロ ーは人間の欲求を生理的欲求、 安全欲求、 集団欲求、

尊厳欲求、 自己実現（ 自己超越実現） 欲求と いう ５ 段階で説明し ています。 未来を拓く た

めのシナリ オは、 欲求段階を固定化さ せる文化（ 覇道） から 、 進化を促す文化（ 王道） へ

の転換なく し ては描けません。  
人間自然科学研究所は、 世紀末の社会問題、 環境問題を同時に解決するモ デル事業と し

て「 心のイ ン フ ラ 整備――人縁・ 感謝と 戦争の歴史記念館」「 心の首都（ 松江市市街地再開

発構想）」」「 ゼロ エ ミ ッ ショ ン ・ 小規模理想郷（ 中海・ 宍道湖圏域の新構想）」「 未来を拓く

研究・ 教育機関」 の４ 大プ ロ ジェ ク ト 構想を提案し ま す。  
立案に至るま でには、 1988 年、 商工会連合会と 提携、 県内若手経営者 20 名と と も に 、
創業の地・ 島根県八雲村において「 知革塾」 を スタ ート さ せたのを皮切り に、 95ぺージの
年表の通り の活動を積み重ね、 ま た、 森清著「 母なる中海」（ 97 年ダ イ ヤモ ン ド 社刊） に
記さ れている よ う な経緯を経てき ま し た 。 89 年協同組合「 テク ノ く にびき 」 設立、 94 年
「 人間自然科学研究所」 設立、 出版活動と シンポジウ ムを通じ た 「 一村一志運動」 展開、

94・ 95・ 97年の３ 回に及ぶ「 縁むすび大会」（ 300～500名参加） 開催、「 中海本庄鉱区の
未来構想発表会」 をはじ めと する シンポジウ ム開催など です。  
こ う し た活動を通じ て、古く から「 縁むすびの国」 と いわれてき た出雲には、地政学的・

歴史的に考えたと き 、 行き詰ま っ た社会を希望の持てる社会へ誘導する役割があるのでは

と 気づき 、 ４ 大プ ロ ジェ ク ト の立案に着手し まし た。  
こ の提案が一つの景気と なっ て議論の輪が広がり 、 研究・ 構想・ 調査・ 企画・ 設計・ 建

設・運営と いう プ ロ セスの中で、本構想の理念に共感する人々のネッ ト ワーク が構築さ れ、

21世紀の国際共生社会への扉が開かれる こ と を確信し ていま す。読者諸兄のご意見・ ご教
示を たま わり た く 、 ご一報をお待ち し ており ます。  
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後 記 
 
 1998年２ 月初旬のある朝――東京芝のホテルの喫茶室で、小松昭夫氏を４ 人の有志が囲
んでいま し た。 小松氏のほかは、 みな一様に疲れ果てた顔を し ていま し た 。 前日から ホテ

ルに泊ま り 込み、 延々６ 時間に及んで議論を重ねていたから です。 今、 われわれはど んな

危機に直面し ているのか。 こ れがテーマ でし た。  
 民族・ 宗教・ 地域・ 国家間の武力紛争、 テ ロ リ ズム、 地球温暖化、 オゾン層破壊、 森林

破壊、 酸性雨、 砂漠化、 環境ホルモ ンなど の環境問題、 人口爆発と 食糧危機、 資源・ エ ネ

ルギー危機、 通貨・ 金融危機と 世界恐慌、 日韓・ 日中の歴史問題、 朝鮮半島情勢、 財政破

綻、 不良債権、 貸し渋り と 企業倒産、 政治家・ 官僚の汚職の蔓延、 司法の腐敗、 少子・ 高

齢化問題、 地方都市と 農村の後輩、 子供の凶悪犯罪等々･･････私がノ ート に書き と めた世

界の危機、 ア ジアの危機、 日本の危機は 100項目に及ぼう と し ていま し た 。 自分たちがい
かに閉塞の時代に生き ているかを改めて痛感し 、 翌朝は絶望的な気分に陥っ ていま し た 。  
 ひ と り 元気を保っ ていた小松氏が言いま し た。「 ゆう べ議論し た問題を解決する糸口を見

出すプ ラ ン を ま と めよ う 」。みな一瞬、あっ けに と ら れま し た 。膨大な問題点を ど う 整理し 、

ど んな対策を考え出そ う と いう のか。一同のそ んな胸中を察し たのか、「 大丈夫、２ 時間も

あればま と ま る 」 と 小松氏は言いまし た。「 私が 10年かけて構想を練っ てき たプ ロ ジェ ク
ト が４ つある 。 各項目に番号を つけて、 ど のプ ロ ジェ ク ト がその解決策になり 得るか、 割

り 振っ てみよ う 」。 みなは呆然と し たまま 、 小松氏の提案にし たがっ て作業を始めま し た。

する と 、 あら ゆる危機が４ つのプ ロ ジェ ク ト にすっ ぽり と 納ま っ てし ま っ たのです。 本当

に ２ 時間も かか り ま せんでし た 。「 じ ゃ あ 、 今度は企画書に ま と める 相談を し よ う 。 ま

ず･･････」言いかけた小松氏を、私はさ えぎり ま し た。「 わかり ま し た。よ く わかり ま し た 。

こ れから 先は、 私にやら せてく だ さ い。 私の役割がなく なり ます」。  
 「 太陽の國出雲――地球ユート ピ アモ デル事業――」 構想を文章を ま と める作業が、 こ

う し て始ま り ま し た。  
（ 人間自然科学研究所 交易場修）  


